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保
育
の
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も

と
直
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わ
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な
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務
が

た
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あ
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園
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間
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出
席
人
数、
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児
の
身
体

測
定
の
結
果
な
ど
同
じ
情
報

を
い
く
つ
も
の
書
類
に
重
複

し
て
書
く
な
ど、

非
効

率な

の
に
慣
習
と
し
て
長
年
続
い

て
い
る
作
業
も
多
い。
I
C

T
化
で
業
務
を
軽
減
し、
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負

言

今福
西
高
等
学‘・

全
員
が
積
極
的
に
発
言
し
た
今
治
酉
高
伯
方
分
校
A
11
20
日
午
前、

松
山
市
の
大
街
道
商
店
街

，

ノ

ど
も
と
の
時
間
に
専
念
す
る

絡
で
は
な
く
家
庭
や
園
で
の

あ
る。

業
務
時
間
を
短
縮
で
き
る
わ

ど
も
園
な
ど
全
国
の
保
育
関

こ
と
を
目
指
し
て
い
る。

何
げ
な
い
様
子
を
話
せ
る
よ

保
育
の
質
向
上
を
目
指
す

け
で
は
な
い。

シ
ス
テ
ム

連
施
設
の
導
入
実
態
の
調
査

活
用
の
イ
メ
ー
ジ
は。

う
に
な
る。
'

.
社
会
の
流
れ
も
あ
リ、

私
自

を
入
れ
る
だ
け
だ
と、

操
作．

を
各
自
治
体
を
通
じ
て
進
め

欠
席
や
遅
刻
の
連
絡、

持

休
憩
が
全
く
取
れ
な
い
保

身
が
保
育
士
と
な
っ
た
約
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・
管
理
業
務
の
負
担
が
単

で
い
る。

秋
ご
ろ
を
め
ど
に

参
品
の
確
認
と
い
っ
た
必
要

育
士
は
多
い。

例
え
ば
屁

年
前
と
比
べ
て
業
務
は
か
な

純
に
上
乗
せ
さ
れ
る
だ
け。

集
計
予
定
だ。

今
の
と
こ
ろ

不
可
欠
な
保
護
者
と
の
情
報

食
は、

園
児
に
食
べ
さ
せ
な

リ
増
加
し
て
い
る。
I
C
T

従
来
業
務
を
見
直
す
余
裕

愛
媛
と
全
国
で
差
は
な
い
よ

共
有
を
ア
プ
リ
上
で
し
て
お

が
ら
だ
っ
た
り
園
児
の
食

化
を
機
に
業
務
を
見
直
し
て

や
ス
キ
ル
が
な
く、

タ
ブ
レ

う
に
感
じ
て
い
る。

，

け
ば、

伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う

器
を
片
付
け
な
が
ら
だ
っ
た

時
間
と
気
持
ち
の
余
裕
が
で

ッ
ト
端
末
で
出
欠
管
理
を
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今
後
の
展
望
は。
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な
先
生
同
士
の
伝
達
や、
登

り
と
慌
た
だ
し
い。

園
児

き
れ
ば、

子
ど
も
と
向
き
合

始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
紙

こ
れ
ま
で
は
保
育
施
設
と

園
時
間
に
欠
席
な
ど
の
連
絡

の
昼
寝
中
も
体
調
確
認
や
連

う
時
間
や
保
護
者
と
の
コ
ミ

で
の
管
理
も
重
複
し
て
続
け

シ
ス
テ
ム
会
社
が
あ
る
だ
け

で
鳴
り
や
ま
な
い
電
話
へ
の

絡
帳
の
記
入
な
ど
休
む
暇
は

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン、

休
憩
時

て
い
る
例
も
あ
る。

従
来
業

で、
つ
な
ぐ
役
割
が
な
か
っ

」

応
対
と
い
っ
た
負
担
が
減

な
い。

し
か
し、

長
年
そ
の

間
確
保
に
つ
な
が
る。

務
を
域
し
再
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築
す
る
こ
と

た。

シ
ス
テ
ム
会
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に
言
わ

る。

先
生
と
保
嘩
著
が
顔
を

環
境
に
い
る
せ
い
で
現
状
の

課
題
は。＇

が
必
要。

れ
る
が
ま
ま
導
入
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こ
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わ
せ
る
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に
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業
務
連

課
題
に
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な
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ー
ス
が
ク

す
る
だ
け
で一
気
に

現
場
に
は
I
C
T
へ
の
誤

な
せ
て
い
な
い
園
も
あ
る。

導
入

I
C
T

化
は
目
的
で
は
な
く

と
の
時
間
に

戸
い
門
只

考
え
る
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と
が
大
切
だ。
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業
務
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し
て
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配
布
し
て
も
「
イ
ン
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ー
ネ

紹
介
や
資
材
の
準
備、

園
内

ッ
ト
に
接
続
す
る
の
は
危
な

研
修
な
ど
必
要
な
支
援
を
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保
し
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ト
め．
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ら
て
T
イ
始

か
し
C
サ
を

い」
と
放
置
し
た
り
9

貴
重

し
て
い
き
た
い。

国
の
政

品
と
し
て
金
庫
に
し
ま
っ
た

策
に
よ
る
追
い
風
も
あ
り、

ま
年
務
I
流
信

り
す
る
ほ
か、

「
保
護
者
や

I
C
T

化
に
前
向
き
な
園
が

ぅ
07
勤
で
交
発
。

と
20
時
園
ら
報
職

・
。
当
育
か
情
現
，

園
児
と
距
離
が
で
き
る」
と

増
え
て
い
る
と
感
じ
る。

敬
遠
す
る
人
も
い
る。

愛
媛
を
先
進
県
と
し
て
い
き

し
れ
り
保
年
の
リ―

よ
ま
よ
の
20
で
よ

み
生
年
内
。
｝
月

県
内
の
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入
状
況
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＇

た
い。
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や
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定
こ

、
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る
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今
治
西
は
3
連
覇
を
狙
う
同
組
の
・
田
頭
幸
太
郎
さ
ん
の
旬
を
相
手
が
季
重

開
成
に
4

人
で
挑
ん
だ。
「
黒
日
傘
爽

な
り
だ
と
主
張
す
る。

今
治
西
の
4

竹
桃
の
爆
心
へ」
。

欠
席
し
た
1
年

人
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「
広
島
へ
の
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情
が
強
く
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て

今
治
西
結
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強
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ら
1
本
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い
る」

「
生
と
恐
怖
が
重
な
っ
て
い

る」
な
ど
と
応
じ
た。

試
合
に
は
敗
れ

た
が
田
頭
さ
心
の
句
を
守
リ
抜
き、
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こ
の
日
の
開
成
の
全
試
合
で
唯一
の
1

本
を
奪
っ
た。

部
長
の
3
年
越
智
夏
鈴
さ
ん
は
「
悔

さ
ほ

が
う
れ

内――一
部

相
手
1

た
で
す

愛
媛
新
聞 

令
和
四
年
八
月
二
十
一
日




